
二
〇
一
一
年
の
幕
開
け
で
す
。

新
年
は
卯
年
、
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に

跳
ね
て
新
た
な
決
意
で
、
仕
事
や

活
動
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

政
権
交
代
か
ら
１
年
４
ヵ
月
が

経
ち
ま
し
た
が
政
治
は
良
く
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
？

い
ま
国
民
の
失
望
は
累
積
し
拡
大

し
、
ど
の
マ
ス
コ
ミ
調
査
で
も
民
主

党
政
権
と
民
主
党
の
支
持
率
は
急
落

し
、
一
連
の
選
挙
で
は
厳
し
い
審
判

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
国
民
的
な
批

判
の
根
本
に
は
、
目
に
余
る
「
自
民

党
化
」
に
あ
り
、｢

自
民
党
よ
り
悪

く
な
っ
た｣

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

雇
用
と
社
会
保
障
、
経
済
対
策
、

外
交
課
題
、
政
治
と
カ
ネ
、
ど
の
問

題
を
見
て
も
「
自
民
党
と
同
化
し
て

い
く
」
「
大
連
立
」
の
動
き
で
す
。

自
民
党
政
治
を
変
え
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
て
な
い
民
主
党
の
本
質
に
か
か
わ

る
こ
と
で
す
。

政
治
の
ゆ
き
ず
ま
り
を
前
向
き
に

打
開
で
き
る
の
は
日
本
共
産
党
が
分

析
し
た
よ
う
に
、
国
民
の
く
ら
し
と

日
本
の
進
路
を
め
ぐ
り
、
財
界
中
心
、

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の
「
２
つ
の
異

常
」
に
手
を
つ
け
な
い
支
配
層
の

「
２
大
政
党
」
戦
略
が
新
た
な
矛
盾

を
広
げ
て
い
る
こ
と
で
す
。

支
配
層
に
よ
る
巨
大
マ
ス
コ
ミ
の

「
共
産
党
封
じ
込
め
」
作
戦
を
乗
り

越
え
、
新
た
な
前
進
の
波
を
起
こ
す
、

変
革
者
、
開
拓
者
の
精
神
で
奮
闘
が

不
可
欠
で
す
。

足
立
区
は
苦
し
い
区
民
の
生
活

を
よ
そ
に
９
７
３
億
円
も
の
基
金

を
た
め
み
続
け
る
近
藤
区
長
と
自

民
、
公
明
、
民
主
の
区
政
で
す
。

一
方
で
紙
お
む
つ
の
支
給
は
２
３

区
最
低
基
準
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
命
綱
と
な
っ
て
い
る
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
は
有
料
化
し
て
区

民
に
我
慢
の
押
し
つ
け
で
す
。

「
子
ど
も
を
預
け
て
働
き
た
い｣

と

新
年
度
の
申
し
込
み
は
殺
到
し
、

新
規
入
園
募
集
定
員
が
２
０
４
２

名
、
前
年
度
よ
り
増
え
、
１
４
０

０
人
が
認
可
保
育
園
か
ら
あ
ふ
れ

だ
す
状
況
で
大
変
な
事
態
で
す
。

し
か
し
区
は
認
可
保
育
園
を
作

ら
ず
、
公
立
保
育
園
を

減
ら
す
冷
た
い
態
度
で

す
。
そ
れ
な
の
に｢

東
京

芸
術
セ
ン
タ
ー｣

天
空
劇

場
に
は
３
６
億
円
も
優

遇
す
る
ム
ダ
使
い
で
す
。

７
名
の
党
区
議
団
を
、

今
年
は
８
名
に
増
や
し

区
政
を
動
か
す
確
か
な

力
を
大
き
く
し
て
く
だ

さ
い
。
区
民
の
願
い
実

現
で
今
年
も
が
ん
ば
り

ま
す
。

新
年
は
元
旦
の
西
新
井

大
師
の
新
春
街
宣
を
大

島
よ
し
え
都
議
、
区
議

団
全
員
で
一
月
三
日
か

ら
竹
ノ
塚
駅
東
口
の
朝

宣
伝
・
通
算
２
０
６
８

回
、
「
こ
ん
に
ち
は
伊

藤
和
彦
で
す
」
ニ
ュ
ー

ス
は
９
０
４
号
か
ら
で

す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
ね

が
い
し
ま
す
。

足
立
区
議
会
議
員

伊
藤
和
彦

こんにちは伊藤和彦です ２０１１年１月１日～９日合併号 ＮＯ.９０４ （発行会派.日本共産党足立区議団.責任者伊藤和彦）

国
民
の
声
で
政
治
が
動
く
時
代

み
な
さ
ん
と
と
も
に

決
意
新
た
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html

自宅 足立区花畑6-20-1 電話3859-6952

足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）

日本共産党区議団 直通3880－5770
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第１８回北部ふれあいまつり

陣川戸公園 ２０１０年１０月２４日

実現した主なもの
●雇用･就労支援対策・拡充

●ＵＲ団地住宅家賃軽減、都営住宅の改善

●交通不便地域・バス路線の拡充

●子宮頚がんワクチン助成実現

●中小企業・直接支援実現へ

●公共工事の労務単価を保証する公契約条例制定へ前進

●交通安全対策･カーブミラー設置実現

●大型車規制の看板設置実現

●区画整理内の信号機表示板設置実現

●ため込み基金･９７３億円、施策の優先度提案

●「東京芸術センター」などのムダ使いを告発

●公害患者のインフルエンザ予防接種実現

●障害者の通所施設増設

伊藤和彦区議会議員

区民アンケートに寄せられたカーブ

ミラーが12月初めに実現しました。

区立花畑北中学校南側

５つのお約束
●特養ホーム･認可保育園･学童保育を増設し待機者（児）解消をは

かります。

●介護保険料･国保料の値上げ、保険証の取り上げストップをめざし

ます。

●区内中小企業・業者を支援し、地域経済循環をはかります。青年

など就労支援をすすめます。

●学校統廃合は中止し、少人数学級を実施し、ゆきとどいた教育を

めざします。

●ＵＲ団地、都営住宅にエレべーター設置をすすめます。


